









『オ セ ロ ー 』試 論
知性と情動
山 津 さ ゆ り
1
『オセロー』 という悲劇ほど,主 人公に対 してもどか しさや不満 を抱か
せるものはないかもしれない。これまでの 『オセ ロー』批評において,主
人公オセmの 愚かさが しば しば指摘 された。観客や読者の大部分 も,オ
セローに対 して苛立 ちや怒 りを感 じるであろう。
しかし,私 は 『オセロー』 という悲劇 をこのように第三者的に見て,も
どかしく思っているだけでよいのかどうか疑問に思 うのである。誰もがオ
セローのようになって しまう可能性をもっているはずである。人間は常に





点に基づいて,ハ ンカチの問題 知性と情動の問題,そ してオセローの堕
落 と回生の問題 について論 じてみたい。
皿
オセローは,第 三幕第四場でハ ンカチの由来 と神秘性 を次のように語っ
ている。
                 That handkerchief 
Did an Egyptian to my mother  give  : 
She was a charmer and could almost read
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The thoughts of people. She told her, while she kept it, 
'Twould make her amiable and subdue my father 
Entirely to her  love  ; but if she lost it 
Or made a gift of it, my father's eye 
Should hold her loathed and his spirits should hunt 
After new  fancies  .... 
            There's magic in the web of  it  : 
A sibyl, that had numbered in the world 
The sun to course two hundred compasses, 
In her prophetic fury sewed the  work  ; 
The worms were hallowed that did breed the silk, 
And it was dyed in mummy, which the skilful 
Conserved of maidens' hearts. (III. iv. 51-9,  65-71)1)
デズデ モーナ は,オ セ ローの武勇談 を聞 いて,自 分 もその ような男性 に生
まれ ていれ ば よかったの に と思 うほ ど彼 の話 に興 味 を示 し,彼 を受 け入れ
るに至 ったの だが,上 に引用 したハン カチの話 に対 しては,共 感す る どこ
ろか驚愕 と恐怖 の念 に襲 われ るので あ る。彼女の"1'faith,is'ttrueP"(III.
iv.71)や"ThenwouldtoGodthatIhadneverseen't!"(III.iv.73)と
い う台詞 は,彼 女 がオセ ローのハ ンカチ に対す る思 い入れ を共有 し難 い も
のだ と感 じて い ることを顕著 に示 してい る。彼女 はハ ンカ チを失 くした こ
とで恐れ てい る とい うよ りはむ しろ,オ セ ローのハ ンカチ に対 す る思 い入
れが尋常 でな いこ とに恐れ を抱 いて い るので ある。 デズデ モーナ は,オ セ
ローか らもらったハ ンカチ を大事 に しては いたが,こ れほ どの思 い入れの
あ る もの だ とは夢 に も思 っていなか ったに ちが いない。
オセ ロー とデ ズデモーナ との間の愛 は,た とえ第三 者 には理解 し難 い も
ので ある と して も,二 人の間 ではお互 い を惹 き付 け る何 かが あ った か らこ
そ愛が芽生 えたのであ る。年齢 の差 を越 え,膚 の色 の違い,慣 習の違 い を
も越 えて愛 し合 った二人だが,オ セ ローのハ ンカチに対 して抱 いて い る激
しい情動 は,デ ズデモーナの共感 を阻 む,あ るいはむ しろ,拒 絶 して しま
うほ どの もので あった。 愛の ように,少 な くとも二 人の間で は共有 で きる
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情動 もあれば,他 者には共有できないあるいは他者が共有 したいと思わな
いよう.な情動 もあるのである。 どういう情動であれ,知 性的,理 性的には
理解 し難いのである。オセローのハンカチは,他 者 に共有され難い情動の
象徴,あ るいは「私的幻想」2)の象徴 として読み取 ることのできるものであ
るように思われる。
ハ ンカチに関わる場面を重視 して十分に論 じている批評家はあま り多 く
ないようであるが,こ こで注目すべ き批評家の分析 を見てみたい。
ArthurFKirschは,オセ ローの台詞の中で言及されている母親 というも
のに着 目してオセ ローの幼児期にまで溯 り,幼児と母親の一体化 と母親 に
よる裏切 りという精神分析学的理論を展開 している。そして,オ セ ローの








ArthurKirschは,オセローのハ ンカチに幼児期の母 と子の愛 と裏切 り




れはオセローに特有のものだ と考 えたい。つまり,ハ ンカチの由来 を語っ
ているオセローの台詞 を理性や知性では理解 し難い彼の内面の世界,い わ
ゆる 「私的幻想」の世界の表象として読みたいのである。
特 に,ハ ンカチの神秘性が語られている部分には,彼 の 「私的幻想」が
一層強烈に現われている。その強烈さには驚かざるを得ない。二百歳にも
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なる巫女や,神 聖な蚕,乙 女の ミイラの心臓か ら取った調合薬で糸が染め
られたことなど,どれ も常人の想像 を絶す るものである。オセローの話の
真偽はどうであれ,ハ ンカチに対する彼の思い入れ,あ るいは感情の激烈





デモーナが恐怖感 を抱 いた ことは否めないが,オ セローが意識的にハンカ
チの権威を押 しつけようとしたとか,デ ズデモーナを怖が らせた という考
えには同意できない。ムーア人とヴェネチア人 という文化的違いを乗 り越







イアーゴーの企 みに 引っ掛 か ってデズデ モーナ に対 して嫉妬の 炎 を燃や
し,挙 句の果 てには殺害 に まで及ん だオセ ロー を愚か者 と し,彼 に対 す る
:苛立 ちを隠 し きれない批評 家あ るいは観 客,読 者が いる とい うこ とは 冒頭
で も述べ た通 りであ る。た とえば,AlbertGerardは,オセmの 行為 は
彼 の"obtuseness"に基 づ いてい る とか,7)"Othello'slackofintellectual
power三sthebasicelementinhischaracter."8)と述 べ てい る。 しか しな
が ら,イ アー ゴーの ような 人間に攻 め られれ ば,ど ん な知 力のあ る人間で
も耐え るこ とがで きないで あろ うと思 われ る。
む しろ,オ セ ローを唆 したイアー ゴーの知性の性 質 を問題 にすべ きであ
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る と思 う。 ここで イアー ゴーの台詞 を少 し取 り上 げて,彼 の知性の性 質 に
つ いて考察 してみた い。
彼 は,第 一幕 第三場 において,ロ ダ リー ゴーに人間の意 志 を庭の比 喩 を
用 い て 説 明 す る(ll.313-9)。この イア ー ゴー の 台 詞 につ い て,Norman
Sandersは,次の ように指摘 してい る。
Sandersが言 ってい るように,庭 の比喩 を用 いたイア ーゴーの台詞 は,確
か に知性 に基づ いた もの ではあ るが,非 常 に抜 け 目の ない感 じで,計 算 に
計算 を重ね て効 果 を狙 った ものであ る。彼 の言葉 は,心 の 底か ら湧 き出て
くる もので はな くて,勘 定高 く,打 算的 な もの であ る。全体 的 にイアー ゴ
ーの 台詞 に はその よ うな特徴 が見 られ る。彼 は終始他 人を騙 すため に言葉
を巧 みに操 作 してい る。
もう一 つ彼の 台詞 を見 てみたい。 これ もロダ リー ゴーに言って いるのだ
が,"Thouknow'stweworkbywitandnotbywitchcraft,/AndWlt
dependsondilatorytime."(II.iii.337-8)とい う台詞 が ある。 イ アー ゴー
は,ロ ダ リーゴー に,彼 らが進 めて いる計画,つ ま りデ ズデモーナ を手 に
入 れる とい う計 画 に必要 な もの は"witchcraft"では な くて"wit"「知
性」 なのだ と言 って い る。 これは,彼 が いか に 自分の知性 に 自信 を もって
い るか を示 してい る。 彼の企 みには,偶 然 が作用 す る隙が無 いほ どに,彼
の知性 が縦横無 尽 に働 いているので ある。 ここには,彼 の傲慢 さが見 られ
る。
また,引 用 した イアー ゴーの台詞か ら,企 みに じっ くり時間 をか け るこ
とを厭 わな い,抜 け 目の ないイアー ゴーが うかがわれ る。 さ らに,こ の場
合,計 画の速 い進 行 を催促 して きた ロダ リー ゴー をごまかすため に,巧 み
に言い抜 け ようと して いるず る賢い イアー ゴーの姿 も察す る ことがで きる。
こ こで は,彼 は"dilatorytime"のこ とを重視 して いるが,他 方で は,
Such a style is intellectually  generated  ; it is ingenious speech the 
result of a conscious calculation of effect rather than an instinctive 
utterance springing unbidden from the  subconscious.9)
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"Dullnotdevicebycoldnessanddelay."(II.iii.353)と言 ってい る よう
に,す ぐさま計画 を実行 に移す こ とが大事 だ と考 え る。彼 は,ま こ とに機
を見 るに敏 で あ り,臨 機 応変の処 置 をとる。
この ように,イ アー ゴーの知性 は,打 算 的で手ぬ か りのない もの で ある。
知性 に も,高 尚な もの も もち ろん あ るが,イ アー ゴーの もって いる知性 の
よ うに,下 劣 な知性 もあ る。 シェイクス ピアは,イ アーゴー を通 して下 劣
な知性 を厭 と言 うほ ど描 いて見せ てい るの であ るが,こ れは,一 種 の知性
の戯画化 と言 って もよいか も しれ ない。最 高の英知 を もって して も,情 動
的 な もの を理解 す るこ とはで きないか も しれないの に,イ アー ゴー の よう
な卑 劣な知性 では,美 しい情 動の現 れ も理解 され るどころか破壊 されて し
まうので あ る。
オセ ロー とデズデ モーナ との間の美 しい情動 の現れ であ る愛 に,イ ア ー
ゴーの ような卑 劣 な知性 が入 り込 んだの は,二 人 に とって まことに不運 な
こ とではあ ったが,二 人の間の愛 に も問題が なか った とは言え ないか もし
れ ない。二 人 の愛の形の違 い という ものが,問 題で あった ように思 われ る。
イアーゴーの ような卑 劣な知性 につ け こまれれば,こ の愛 の形 の違 い は,
二人の愛 の破 局へ つ なが る危険性 を秘 めて いた と言 える。
それで は,次 に二人の 愛が,そ れ ぞれ どの ような性質 を もってい るのか
を考察 してみ よ う。 まず デズデモ ーナの愛 に関 してで あるが,そ れ には家
庭的で情 け深 い とい う形 容がぴ った りあて は まるように思 われ る。 次に引
用す る台詞 は彼女 がオセ ロー に対 して,非 常 に家庭的 なあ るいは現 実的 な
愛情 を示 して い る箇所で あ ると言 える。
                 Why, this is not a  boon  ;
 Tis as I should entreat you wear your gloves, 
Or feed on nourishing dishes, or keep you warm, 
Or sue to you to do a peculiar profit 
 To  your own person. (III. iii. 76-80)
これ は,デ ズ デモーナが オセ ロー にキ ャシオーの ことを取 り成そ う として
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言 った時の 台詞で あるが,彼 女 の愛情表現 の仕 方が世話女 房的で あ ること
をよ く示 してい る。 キ ャシオ ーを復 職 させ ようとす るの も,彼 女 に とって,
オセ ローの 身の回 りの世 話 をす るの と同 じこ となので あ る。MikhailM.
Morozovも上 で引用 した台詞 を例 に挙 げて指摘 して い るように,デズデ モ
ーナ には,"imagesofeverydaydomesticthings"があ る。io)
また彼 女 の最 も情 け深 い愛情表 現 を示 す もの と言 えば,息 絶 え る直前の
台詞 を措 いて他 にはな いで あろ う。
Nobody;Imyself.Farewell.
Commendmetomykindlord.Ofarewell!(V:ii.125-6)
デ ズデモ ーナ は,オ セ ローに よって首 を絞 め られ て今 まさに息絶 えん とし
てい るに もかか わ らず,彼 を許 しすべ ての責任 を我が 身 に負 って 自殺 と偽
るので ある。IrvingRibnerは,この 台詞 か らデ ズデモーナの愛 に関 して次
の よう・に述 べて いる。
Ribnerは,彼女 の愛 の性 質 を宗 教的 レベル に引 き上 げて,キllス トの 愛,
自己犠牲 的 な愛 に結 びつ けて考 えてい る。 こ うい う考 え もで きるか もしれ
な いが,私 は,デ ズデ モーナの最期 の行為 は,平 凡な主 人思 いの心優 しい
女 性の 成 し得 る,痛 ま し くは あるが,最 も崇 高な行為 で あ ると考 えたい。
次 にオセ ローの愛情表現 の仕方 を考察 してみたい。 第二幕 第一場 にお い
て,オ セ ローが サイプ ラス島で デ女デモ ーナ と再会 した 際 に言 う台詞(1.
174,ll.175-85)を見て み ると,彼 のデズ デモーナに対す る愛 が,齟非 常 にロ
マ ンテ ィックで激 烈 な もので あ ることが わか る。JohnBayleyは,彼の愛
は"masculine"であ ると も言い,12)さらに"ltisofcourseasaposses-
sion,amarvellousandunexpectedconquest,thatheseesDesdemona."13)
と述べ ている。 つ ま り,オ セ ローの愛 は男性特有 の所有欲,征 服欲 に基づ
くとい う考 えであ る。私 もこの 考 えに賛 成 した い。
The final words of Desdemona had been an assumption of Othello's 
guilt parallel to that of Christ for the sins of  mankind  .... She stands 
from first to last as an incarnation of self-sacrificing love.  ")
124『 オセm』 試論一 知性と情動
このように激 しくロマンティックで,男 性的なオセローの愛に対 して,
デズデモーナの愛は,既 に述べたように,心優 しく思いや りに満ち,家 庭
的である。この情動の性質の違いに,彼 らの愛の破滅につながる危険性が
潜んでいたのである。
情動を知性で理解 しようとして もなかなか理解 しに くいが,情 動 と情動
の間にも共感 されにくい面があり得るのである。
N
オセ ロー とデズデモ ーナ との 間の愛 は,オ セ ローの 中に嫉 妬 とい う情動
が燃 え上 が り,破 滅 に至 るこ とにな る。オセ ローが嫉妬 に狂 って堕 落 して
い く様 はす さ まじい もので,そ れは彼の言葉の 堕落 によって表 され てい る。
彼の 用い るイメー ジや 言葉 は,以 前の高 い調子 の もの とは一 転 して,下 品
で 陰惨 な もの とな る。MikhailM.Morozovも指摘 して い るように,オ セ
ローは,イ ア ーゴーが 用 い る よ うな動 物 の イメ ージ を多 用す るよ うに な
る。14》しか し,動物 の イメー ジよ りもっと着 目しな けれ ばな らないの は,オ
セ ローがデズ デモーナの こ とを何度 も"whore","strumpet"と呼 んで い
るこ とであ ろ う。"whore"や"strumpet"とい うような言葉は,決 して
口に しては な らない よ うな もの であ るはずで あ る。
Emilia 
 Alas,  Iago, my lord  bath so bewhored her, 
 Thrown such despite and heavy terms upon her 
 As true hearts cannot bear. 
Desdemona 
 Am I that name,  Iago  ? 
 Iago 
                  What name, fair  lady  ? 
Desdemona 
 Such as she said my lord did say I was.
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Emilia 
 He called her whore. A beggar in his drink 
 Could not have laid such terms upon his callet. 
                                    (IV.  iL 114-20)
この会 話か ら,"whore"とい う言 葉が いか に言 うの を憚 られ る もの で あ
るかが よ くわか る。 デズデ モーナは,そ の一 語 をど うして も口にす ること
が で きずに,"thatname"や"suchasshesa≡d"とい う表 現で逃 れ よう
と してい るの であ る。 また,エ ミリアが言 ってい るように,口 が悪 いはず
の酔 っぱ らいの乞食で さえ も言 わない ような言葉 が,"whore"と い う言
葉 なの であ る。
オセ ロー は,デ ズデ モーナ を殺害 す る場面 で も,彼 女 を二度 も"strum-
pet"と呼ぶ。嫉 妬の ような好 ま し くない情動 もr知 性的 な面で割 り切 っ
て,オ セ ローの 愚か さや信 じやす さに原因 を求 め るべ きではない と思 うが,
この よ うなオセ ローの堕落 は許すべ か らざる もので ある。 ただ,我 々に と
っ ての救 い は,最 後 の場面 で,デ ズデモーナ を殺 害 した後 ではあ るがr真
実 を知 ってオセ ローが本来 の 自分 に戻 るこ とであ る。
彼 の最後 の台詞(V.ii.334-52)に関 して,T.S.El量otは,オセ ローの
"cheeringhimselfup"のように感 じられ ると述 べ てい る
。15》また,F.R.
Leavisは,こ の台詞 を三 つに分 けて分析 し,二 つ 目の部分,つ ま りオセ
ローが はか られ て嫉 妬 に狂 い,大 変貴 重 な真珠 を投 げ捨 てて しまった こ と
や,ア ラビアの樹 か ら樹液 が流 れ る ように涙 を流 してい るこ とを伝 えてほ
し い と語 る 部 分(ll.341-7)に関 し て,そ れ が オ セ ロ ー の"self-
drarnatiaation"になってい る と指摘 して いる。16)EliotやLeavisは,オ
セ ローの最後 の台詞 に も,彼 の欠点 を見 出そ う としてい る。
私 は,オ セ ローは劇 の前半 では威風堂 堂 と していて,台 詞 も威厳 に満 ち
ていた と思 うが,今 再 び ここで,そ れ を取 り戻 してい る と思 う。彼 は,デ
ズデモ ーナ を殺 して堕落の極 みに至 った と言 って もよい ほ どであ るが,か
つ て りっぱに生 きていた こ とがあ る とい う事 実が,彼 に最後 にあの ような
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堂 々 と した 台詞 を吐 かせ て いるので ある。JamesC.Bulmanは,オセ ロー
の最後 の台詞 は公の場 で 自分の立場 をは っ きり述 べ る とい うヒー ローの伝
統 に基づ いてい る としてい る。17)コンヴ ェ ンシ ョンを もち出 さなく で も,
いざ と言 う時 に公の場 で,自 分 の非 は認め なが ら も自分 の して きた良 い事,
自分 の良 い面 をはっ き り堂々 と述べ るこ とがで きる とい うことは,人 間 と
して りっぱな ことで あ ると私 は思 う。 コ ンヴ ェンシ ョンの ヒー ロー と して
の 人間 に限 定す るの ではな く,広 く人間一般 につ いてこ う、い う事が 言 える
と私 は思 う。 オセ ローはその よ うな人間の一 つの例 として考 えるこ とがで
きる。
オセ ローは,第 一幕 第三場 におい て元老 院議 員 たち を前に して,デ ズデ
モーナ との 結婚の事 で 申 し開 きをす る場面 で,自 分が ヴ ェニ スの ため に戦
場 で全 力 を尽 くして きた こ とを堂 々 と述 べ るが,最 後の 台詞 にお いて も
"Ihavedonethestatesomeserviceandtheyknow't:/Nomoreofthat."
(v.ii.335-6)と簡潔 で はあ るが明言 してい る。 この簡潔 さが却 って オセ ロ
ーの 自信 の強 さを語 ってい るように思 われ る。 、
イアーゴー は,オ セ ロー とデズデ モーナの 間の愛の ような美 しい情動 に
は全 く無縁 な人間であ り,男 女 の結 びつ きを肉体 的に しか とらえ られない。
彼 は,ブ ラバ ンシ ョ甲に"anoldblackram/Istuppingyourwhiteewe."
(1.i.89-90)と告 げ る。彼 は この ように下 品極 ま り無 い上 に,真 のす ぐれた
情動 を もっ こ とな く,人 を色が違 うことで軽 蔑 した り,他 人 を陥れ よう と
陰 でこそ こそ動 き回 る ような卑 劣な人間で あ る。 この ような人間 には公の
場 で 堂 々 と 明 言 で き る よ う な こ とは 何 も な い。 だ か ら彼 は 最 後 に
"FromthistimeforthIneverwillspeakword."(V.ii.301).と言 って,
口を堅 く閉 ざ して しまうので あ る。
v
オセ ローが犯 した罪 は許 され ない として も,彼 を単 に愚か者 として 片付
け ることはで きない。 最後 の台詞で彼 は,自 分の こ とを"onethatloved
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notwisely,buttoowel1"(V.ii.340)と言 っ て い る が,私 は"toowell"と
い う 言 葉 に 注 目 し た い 。 彼 は ま こ と に 激 し く 愛 し た 人 だ っ た の で あ る 。 嫉
妬に葺つて人間ζしてあるまじさ罪を犯 して しまったが・そのような激 し
い 嫉 妬 も 愛 が 激 しす ぎ た た め で あ る か も し れ な い 。HelenGardnerも
"Thegreaterloveis
,thegreaterjealousywill夢e."と言 っ て い るis)
オ セ ロ ー は,第 三 幕 第 三 場 で 次 の1よづ に 言 っ て い るp『
          Perdition catch my soul 
But I do love  thee  ; and when I love thee not, 
Chaos is come again. (III. iii. 90-2)
愛 さな くなれば天地創造以前の混沌状態炉再びやって来ると言っているの
である。 自分の愛の激 しさをこのような宇宙的規模の比喩で表すことので
きる人が どれほどいる'であろうか。 しかも彼は,こ の表現が単なる大げ さ
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